
地域の課題解決

に繋がるプロジェ

クトの検討

実践にあたっての

手法（進め方等）を

レクチャー

実践のための課題及び

解決のためのプロセス

をレクチャー

実 践
次の実践に向けた

フィードバック

まちの課題解決に繋がり、円滑な実践の

ために必要となるガイドラインのあり方に

ついてレクチャー等により整理

ガイドラインの与件整理の

ための手法をレクチャー

（関係者とのヒアリング等

を通じて）

ガイドライン

骨子の策定

具体性のあるガイド

ライン策定に向けた

アプローチ

課題解決に向けた具体的な方策検討

（ディスカッション等のワークショップ）
方策のとりまとめ

案の提案

まちの課題解決に繋がり、円滑な実践の

ために必要となる基礎データの検討及び

取得スキームを検討

データ取得及びデータを活用した

具体的な都心活性化に繋がる

取組を会員で検討

データを活用した

都心の課題解決に

繋がる取組の自走化

地域課題の課題抽出のための手法をレクチャー

（ヒアリング、ワークショップ等）

地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施地域・手順

事業スケジュール

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
官民連携による自律分散型の課題解決組織の構築事業

【実施主体】広島都心会議

官民連携による自律分散型の課題解決組織の構築事業（広島県広島市）

• 更なる課題を抽出し実践を繰り返すことで、まちの課題解決
に繋がる取組の自発的な実施に繋げていく。

• ガイドラインについては、策定した骨子をもとに、より具体
性のあるものに仕上げていくことで、まちの課題解決に繋が
る取組を自発的に実施できる体制づくりを強化していく。

• 若手社員等のまちづくりへの積極的参加については、複数の
会員企業等へアプローチを行うことで、まちづくりに感度の
高い企業人や学生等を育成していく。

少子高齢化や地球温暖化等の既存の課題に加え、交通問題、自
然災害への対応、アフターコロナのまちづくり等、まちに求めら
れる姿が多様化する中で、現在の広島では官民双方がまちの課題
を自分事と捉え、都心の目指すべき姿を共有するとともに、連携
して自発的に課題解決に向けた取組を行う姿勢が稀薄であり、自
発的な活動を行う体制が求められる。

• 課題解決のための取組の実践を通じた企業人の人材育成
• 実践のための関連データの取得及びガイドラインの骨子策定
• 企業の若手社員や大学生、社会起業家等との連携による
広島都心のまちづくり人材育成
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